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路傍の花　　モモ（桃）
幸田地区個人提供写真

　栗野幼稚園では，全園児の健やかな成長を祈って
『ひな祭り』を行いました。本格的な五段飾りも見
事でしたが，自分たちで作った雛人形（男雛と女雛）
を並べて記念写真を撮りました。
　園児たちの元気な歌声が，次第に温かみを増して
きた早春の園庭まで響いていました。

『 　桃の節句　～ひな祭り～　 』
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　今回の調査では，下の写真のように住居跡が４基広がっていることが確認され，
住居跡内から出土した遺物から，約 1,500 年前の古墳時代の住居跡と考えられます。
　このうち３号住居跡は，調査区内にほぼ完全な形で検出されました。
　調査区の周囲には，さらに多くの住居跡の存在が考えられ，周囲を谷に囲まれ
た標高約２３５m のこの台地には，古墳時代の大きな集落跡が広がることが想定
されます。

下川西地区に古墳時代の集落跡

高
た か

野
の

路
じ

遺跡発掘調査速報　VOL.1

約 1,500 年前の古墳時代住居跡を４基発見！

高
野
路
遺
跡
発
掘
調
査
の
詳
細
を

全
２
回
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
町
道
永
山
堀
ノ
原
線
の
道

路
改
良
事
業
に
よ
り
、
下
川
西
地
区
に
あ
る
高
野
路

遺
跡
の
現
状
保
存
が
困
難
と
な
っ
た
た
め
、
記
録
保

存
を
目
的
と
し
て
、
全
面
発
掘
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

こ
の
地
は
、
古
く
か
ら
土
器
の
か
け
ら
や
矢
じ
り

が
地
表
面
で
採
集
さ
れ
、
遺
跡
の
存
在
が
知
ら
れ
て

い
た
と
こ
ろ
で
、
平
成
28
年
１
月
に
試
掘
調
査
を
し

た
と
こ
ろ
、
遺
跡
が
残
存
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。
そ
の
た
め
今
回
の
調
査
は
、
平
成
29
年
１

月
10
日
か
ら
２
月
13
日
ま
で
の
間
、
工
事
に
よ
り
消

滅
す
る
約
３
０
０
㎡
を
全
面
発
掘
し
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
本
町
で
は
は
じ
め
て
と
な
る
約

１
５
０
０
年
前
の
古

墳
時
代
の
住
居
跡
４

基
が
発
見
さ
れ
た
ほ

か
、
住
居
跡
内
か
ら

は
、
当
時
の
人
々
が

使
用
し
た
土
器
の
か

け
ら
な
ど
３
０
０
０

点
を
超
え
る
様
々
な

遺
物
が
出
土
し
、
調

査
は
大
き
な
成
果
を

得
ま
し
た
。

３号住居跡

２号住居跡１号住居跡

いも穴
（近世のいも貯蔵穴）

４号住居跡

H27 試掘

H27 試掘

▲発掘作業の状況
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　表土はぎ取り後，間もなくして花びら状の土色の違
いを検出しました。

　土色の違いを見極めるため，中央に壁を残して慎重
に掘り下げた結果，中央の竪穴部とその床面より一段
高い６つの張り出し部で構築されていることがわかり
ました。

　円形状の竪穴部周囲に７つの柱穴（ピット）が検出さ
れ，②・④・⑤・⑦は写真Ａのように柱部分が確認できま
したが，①・③・⑥は写真Ｂのように柱部分は見当たりま
せんでした。この建物の主柱は４本と思われ，①・③・⑥
は柱の老朽等により建て替えのために引き抜かれ，埋め
戻されたものではないかと考えられます。

花弁形住居跡（３号住居跡）

特
徴
的
な
住
居
跡

住居のイメージ図

　
「
花
弁
形
住
居
跡
」

は
、
中
心
が
円
形
も

し
く
は
方
形
状
に
掘

り
込
ま
れ
た
竪
穴

部
と
長
方
形
に
掘
り

込
ま
れ
た
花
び
ら
状

の
張
り
出
し
部
を
持

つ
構
造
で
、
南
九
州

特
有
の
竪
穴
住
居
で

す
。
弥
生
時
代
か
ら

古
墳
時
代
に
か
け
て

見
ら
れ
、
宮
崎
県
中

南
部
か
ら
大
隅
半
島

で
よ
く
発
見
さ
れ
る

住
居
形
態
で
す
。
周

辺
で
は
、
伊
佐
市
下

ノ
原
遺
跡
や
え
び
の

市
内
小
野
遺
跡
で
発

見
さ
れ
て
お
り
、
本

町
で
も
は
じ
め
て
の

発
見
と
な
り
ま
し

た
。

　

中
心
部
の
竪
穴
部

は
居
間
の
よ
う
な
空

間
で
、
周
り
の
張
り

出
し
部
は
、
寝
室
や

物
置
に
使
わ
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

⑤

⑦

④
②

③

⑥
①

張り出
し部（

最大6
.8m）

竪穴部
（約4

.0m）

柱部分のあるピット 柱部分のないピット
写真Ａ 写真 B

柱部分

柱をいけた後にそのま
わりを埋め戻した土
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湧
水
町
長
・
町
議
会
議
員
選
挙
の
お
知
ら
せ

　
湧
水
町
長
・
町
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
あ
な
た

の
一
票
が
湧
水
町
の
未
来
を
つ
く
る
大
切
な
選
挙
で
す
。
棄

権
せ
ず
、
ぜ
ひ
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
投
票
所
に
は
、
湧
水
町
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
送

ら
れ
る
入
場
券
（
葉
書
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

投
票
日

　

  

４
月
16
日（
日
）

▼
投
票
日

　

４
月
16
日
（
日
）

▼
投
票
時
間

　
午
前
７
時
～
午
後
６
時

▼
投
票
が
で
き
る
人

  　

満
18
歳
以
上
（
平
成
11
年
４
月
17
日

ま
で
の
出
生
者
）
で
、
平
成
29
年
１
月

10
日
か
ら
引
き
続
き
湧
水
町
の
住
民
基

本
台
帳
に
登
録
が
あ
る
人

　

※
町
外
転
出
者
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

▼
町
内
転
居
者

  　

平
成
29
年
３
月
28
日
以
降
に
町
内
で

転
居
さ
れ
た
場
合
は
「
前
の
住
所
の
投

票
所
」
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

 

期
日
前
・
不
在
者
投
票

▼
期
日

　

４
月
12
日
（
水
）
～
４
月
15
日
（
土
）

▼
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

▼
場
所

　

・
栗
野
地
域
の
方

　
　

栗
野
庁
舎
裏　

別
館
２　

小
会
議
室

　

・
吉
松
地
域
の
方

　
　

吉
松
庁
舎
１
階
会
議
室

▼
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
　

身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級
等
の
方
、
要

介
護
区
分
が
要
介
護
５
と
記
載
さ
れ
て
い

る
方
は
、
手
続
き
を
行
え
ば
郵
便
投
票
が

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
投
票
用
紙
の
請
求
期
限
は

　
　
　
　
　

４
月
12
日
ま
で
で
す
。）

　

郵
便
投
票
申
請
に
は
、
事
前
に
「
郵
便
等
投

票
証
明
書
」の
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
方
は
お
早
め
に
町
選
挙
管
理
委
員

会
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

　

町
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
７
４

－

３
１
１
１
（
内
線
２
２
１
４
）

　
18
歳
選
挙
権

　

昨
年
、
選
挙
権
年
齢
が
満
20

歳
以
上
か
ら
満
18
歳
以
上
に
引

き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
４
月
17
日
が
満
18
歳
の

誕
生
日
の
方
ま
で
選
挙
権
を
有

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
将
来

の
湧
水
町
と
自
分
の
た
め
に
、

自
分
で
考
え
選
択
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
若
者
の
皆
さ
ん
も

身
近
な
町
の
政
治
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。
不
明
な
点
が
あ
れ

ば
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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４
月
１
日
か
ら

　

  
本
町
で
申
請
・
届
出
等
が

　
　
　
　
　
　
　
で
き
ま
す

　

住
民
の
方
々
に
身
近
な
業
務
に
つ
い
て
は
、
国
や

県
よ
り
権
限
移
譲
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
町
で
業

務
の
処
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
手
続
者
が
国
や
県

の
窓
口
ま
で
行
く
必
要
が
な
く
な
り
、
利
便
性
が
向

上
し
ま
す
。

　

次
の
業
務
に
つ
い
て
、
鹿
児
島
県
よ
り
権
限
移
譲

を
受
け
ま
し
た
の
で
、
平
成
29
年
４
月
１
日
以
降
の

申
請
・
届
出
等
は
、
役
場
担
当
課
で
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
本
町
は
、
県
か
ら
合
計
17
法
令
１
７
８

事
務
の
権
限
移
譲
を
受
け
て
業
務
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

※
詳
し
い
内
容
は
、
各
担
当
窓
口
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
業
務
の
内
容
】

・
遊
休
土
地
の
利
用
、
ま
た
は
処
分
に
係
る
計
画

受
理
な
ど

【
担
当
窓
口
】

　

栗
野
庁
舎　

企
画
課　
　
　

☎
７
４

－

３
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
２
６
２
）

【
業
務
の
内
容
】

・
準
用
河
川
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
も
の
の
登
記

嘱
託

・
準
用
河
川
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
も
の
の
境
界

決
定
な
ど

【
担
当
窓
口
】

　

栗
野
庁
舎　

建
設
課　
　
　

☎
７
４

－

３
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
２
５
４
）

浄化槽設置の維持管理指導などが変わります。

　平成 29年度より浄化槽設置に関する申請届出が変わります。これまで役場（栗野庁舎保健衛生課，吉松
庁舎住民福祉課）を経由して県（姶良保健所）への届け出が必要でしたが , 湧水町保健衛生課の窓口で手続
きが完結します。	

【その他湧水町保健衛生課窓口で受け付ける届出】
・浄化槽中止届出書　　・浄化槽使用休止届出書　　・使用開始報告書
・技術管理変更報告書　・浄化槽管理者変更報告書　・浄化槽使用廃止届出書
※浄化槽設置時の補助金額に変更はありません。

設
置
者

設
置
者

管
理
業
者

管
理
業
者

法
定
検
査
申
込

法
定
検
査
申
込

（
保
健
衛
生
課
）

（
住
民
福
祉
課
）

湧
水
町

（
保
健
衛
生
課
）

湧
水
町

姶
良
保
健
所

【現在の設置手続きの流れ】

【移譲後の設置手続きの流れ】

浄化槽設置整備補助金額
５人槽 ３３２，０００円
７人槽 ４１４，０００円

１０人槽 ５４８，０００円
単独槽撤去 ９０，０００円

【問い合わせ先】　栗野庁舎　保健衛生課　℡：74ー3111　内線2122　　
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焚き火による火災を防止しましょう！
　この時期は空気が乾燥し，野焼きなどの焚き火による火災や，焚き火による飛び火からの
火災などが発生しやすくなっています。様々な原因がありますがこれまでの火災になった経
緯をたどってみると，どれも「ちょっとした不注意」から火災にいたっています。

【焚き火等による火災を防ぐために】
①火災が起こりやすい場所で焚き火をしない。（周りに燃え移りやすい場所でないか。）
②強風時，乾燥時には焚き火や火入れをしない。
③火をつける前に，消火用の十分な水等を準備しておく。
④焚き火をするときは，火元から離れない。（離れるときは完全に消火すること。）

※火災とまぎらわしい煙または火炎を発するおそれのある行為をする場合は，消防署に届出が
　必要です。詳しくは，最寄りの消防署までお問い合わせください。

　　　　　　【届出及び問合せ先】　伊佐湧水消防組合　南 消 防 署 　℡：74-3021
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉松分遣所　℡：75-2605

防火ポスター
コンクール

　春季全国火災予防運動の一環として伊佐湧
水消防組合が募集した「防火ポスターコンクー
ル」において，次の方々が入賞されました。
　なお，轟小学校の下戸悠太郎さん，下戸良
佑さんが消防長賞に輝きました。

（町内小中学校のみ掲載）

【小学校の部】

消防長賞　　下戸　良佑　　（轟　小２年）　
消防長賞　　下戸　悠太郎　（轟　小４年）　
奨 励 賞　　丸田　響耶　　（轟　小１年）
奨 励 賞　　迫田　比菜　　（幸田小６年）
金　　賞　　前田　大夢　　（幸田小２年）
金　　賞　　葊山　梨星　　（轟　小６年）

銀　　賞　　山﨑　心愛　　（幸田小２年）
銅　　賞　　今岡　唯深絆　（幸田小１年）　
銅　　賞　　前田　はな　　（轟　小３年）

【中学校の部】

銀　　賞　　古川　琴美　　（吉松中１年）

下戸　良佑さん 下戸　悠太郎さん

消防長賞

▲

丸
田
響
耶
さ
ん

▲

迫
田
比
菜
さ
ん

▲前田大夢さん

▲葊山梨星さん

入賞者一覧 （敬称略）
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平成２９年度の手当額について（福祉関連）
　平成 29年 4月分から物価スライド制（物の価格の上がり下がりを表した「全国消費者物価指数」
に合わせて支給する額を変える仕組み）が導入され，下記の手当額が改定になります。

手当名 改定前（月額）
（平成 29 年 3 月分まで）

改定後（月額）
（平成 29 年 4 月分から）

児童扶養手当（全部支給）

　　　　　　（一部支給）

42,330 円

42,320 円～ 9,990 円

42,290 円

42,280 円～ 3,000 円

特別児童扶養手当（1級）

　　　　　　　　（2級）　

51,500 円

34,300 円

51,450 円

34,270 円

特別障害者手当 26,830 円 26,810 円

障害児福祉手当 14,600 円 14,580 円

経過的福祉手当 14,600 円 14,580 円

【問い合わせ先】　栗野庁舎　福　祉　課　℡：７４ー３１１１（内線２１１６）
　　　　　　　　吉松庁舎　住民福祉課　℡：７５ー２１１１（内線３１１８）

【問い合わせ先】　栗野庁舎　総務課　℡：７４ー３１１１（内線）２２１３

春の全国交通安全運動
「横断は　しっかりよく見て　たしかめて」

運動期間　平成２９年４月６日（木）～１５日（土）
最重点：子どもと高齢者の交通事故防止～事故にあわない，おこさない～
　　　　①歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
　　　　②後部座席を含めた全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの
　　　　　正しい着用の徹底
　　　　③飲酒運転の根絶

　本年２月２２日現在で鹿児島県内では，１３件，１３人（前年比 + ９件，+ ９人）の交通死
亡事故が発生しています。
　年齢別では６５歳以上の高齢者が６件で全死者の４６％を占めるなど，依然として高齢者の
死亡事故が後を絶ちません。
　本町においては，平成２５年１０月に死亡事故が発生して以降，交通死亡事故の発生はあり
ませんが，緊張感の欠如した運転が原因となる正面衝突，歩行者が被害に遭う重傷事故が発生
しています。
　死亡事故はどこでも発生するおそれがありますので，運転中・歩行中を問わず細心の注意を
払い，交通事故を起こさない，交通事故に遭わないという気持ちを持ちましょう。
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○
歴
史
を
正
し
く
知
ろ
う

　

同
和
問
題
は
、そ
こ
に
住
ん
で
い
た
り
、出

身
者
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
理
不
尽
な
差
別

を
受
け
る
と
い
う
日
本
固
有
の
重
大
な
社
会

問
題
で
あ
る
こ
と
は
皆
さ
ん
ご
存
知
と
思
い

ま
す
。し
か
し「
私
に
は
関
係
な
い
問
題
だ

し
、同
和
地
区
の
方
に
対
す
る
差
別
意
識
は

あ
り
ま
せ
ん
」と
ほ
と
ん
ど
の
方
が
答
え
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

○
そ
の
時
に
き
ち
ん
と
し
た
判
断
が
で
き
ま

す
か
？　

　

普
段
は
差
別
意
識
を
持
っ
て
な
い
と
ア
ン

ケ
ー
ト
や
街
の
声
で
は
聞
か
れ
ま
す
。し
か

し
、親
か
ら「
あ
の
子
と
遊
ん
じ
ゃ
だ
め
」と

か「
結
婚
と
な
る
と
話
は
別
だ
」と
い
う
自
分

や
家
族
に
直
接
か
か
わ
る
問
題
に
直
面
し
た

と
き
に
心
に
潜
ん
だ
差
別
意
識
が
出
て
く
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
た
だ
単
に
同
和

地
区
に
対
す
る
誤
っ
た
知
識
や
偏
見
が
そ
う

さ
せ
る
の
で
あ
っ
て
、き
ち
ん
と
理
解
し
な

け
れ
ば
正
し
い
判
断
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
そ
っ
と
し
て
お
け
ば
差
別
は
な
く
な
る
？

　

差
別
問
題
は
、黙
っ
て
い
れ
ば
人
の
記
憶

か
ら
自
然
に
忘
れ
て
い
く
も
の
で
し
ょ
う

か
？
「
そ
っ
と
し
て
お
く
」と
い
う
態
度
は

差
別
を
放
置
す
る
こ
と
と
同
じ
で
す
。「
難
し

い
か
ら
・
・
」と
避
け
る
の
で
は
な
く
、い
ろ

い
ろ
な
機
会
を
捉
え
て
自
分
の
ペ
ー
ス
で
正

し
く
知
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

人  権

ひろば

Vol.5

（
少
し
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
）

世
界
遺
産
と
し
て
名
だ
た
る
龍
安
寺
。

緻
密
に
計
算
さ
れ
尽
く
し
た

白
砂
の
庭
園
は
、

静
か
で
落
ち
着
い
た
中
に

躍
動
を
感
じ
さ
せ
る
。

そ
の
魅
力
は
、

造
築
か
ら
５
世
紀
以
上
経
つ
今
も

色
あ
せ
る
こ
と
な
く
、

輝
き
を
放
っ
て
い
る
。

こ
の
石
庭
を
造
っ
た
人
は
、

か
つ
て
身
分
の
上
で

差
別
さ
れ
る
立
場
に
あ
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
、差
別
を
受
け
た
人
々
は
、

そ
の
後

伝
統
芸
能
や
手
工
業
、治
安
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
携
わ
り
、

そ
の
才
能
を
発
揮
し
、社
会
を
支
え
て

き
た
。

差
別
と
は
、い
っ
た
い
、何
な
の
だ
ろ

う
？

　
第
36
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
鹿
児
島
県
大
会

■
奨
励
賞
　
私
た
ち
が
築
く
べ
き
社
会　
　
　
　

栗
野
中
学
校
三
年　

新
屋　

理
子

　
「
障
が
い
者
が
い
な
く
な
れ
ば
い
い
と
思
っ
た
。」
神
奈
川
の
障
が
い
者
施
設
で
入
所
者
を
襲
い
、
殺
害
し

て
逮
捕
さ
れ
た
容
疑
者
が
こ
う
供
述
し
て
い
た
こ
と
を
ニ
ュ
ー
ス
で
知
っ
た
私
は
、
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
酷

い
こ
と
だ
と
感
じ
た
。
障
が
い
を
持
っ
て
い
る
人
も
、
そ
う
で
な
い
人
も
一
人
の
人
間
で
あ
る
こ
と
に
変
わ

り
は
無
い
の
に
、
ど
う
し
て
障
が
い
を
持
っ
て
い
る
人
だ
け
が
偏
見
の
目
を
向
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
障

が
い
を
持
っ
て
い
る
人
、
持
っ
て
い
な
い
人
の
命
の
価
値
に
、
何
一
つ
違
い
は
な
く
、
全
て
、
尊
ぶ
べ
き
大

切
な
命
で
あ
る
。
そ
し
て
、
同
じ
社
会
で
全
て
の
人
が
手
を
と
り
合
い
な
が
ら
生
き
て
い
け
る
よ
う
に
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　

そ
こ
で
、
私
は
、
障
が
い
を
持
っ
て
い
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
ま
わ
り
の
人
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

な
る
た
め
の
三
つ
の
方
法
に
つ
い
て
考
え
た
。

　

一
つ
目
は
、
ど
の
よ
う
な
障
が
い
が
あ
る
の
か
を
よ
く
理
解
し
、
障
が
い
に
よ
っ
て
見
ら
れ
る
行
動
や
対

応
の
仕
方
を
知
る
こ
と
だ
と
思
う
。
一
口
に
障
が
い
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、
そ
の
種
類
は
多
様
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
障
が
い
の
特
徴
や
適
切
な
対
応
の
仕
方
も
様
々
だ
か
ら
だ
。
私
達
が
、
障
が
い
の
特
徴
や
対
応
の
仕
方

を
理
解
す
る
こ
と
で
、
障
が
い
を
持
っ
て
い
る
人
も
、
そ
の
ま
わ
り
の
人
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な

る
だ
ろ
う
。
障
が
い
を
持
っ
て
い
る
か
ら
特
別
な
の
で
は
な
く
、
誰
に
対
し
て
も
大
切
な
こ
と
は
、
相
手
の

こ
と
や
、そ
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
意
識
を
一
人
一
人
が
当
た
り
前
に
持
っ
て
、

人
と
接
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

　

二
つ
目
は
、
お
お
ら
か
な
気
持
ち
で
障
が
い
を
持
っ
て
い
る
人
と
接
す
る
こ
と
だ
と
考
え
る
。
こ
れ
は
、

障
が
い
を
持
っ
て
い
る
人
と
接
す
る
と
き
だ
け
で
な
く
、
日
常
生
活
の
中
で
、
友
人
や
知
ら
な
い
人
と
接
す

る
と
き
に
も
大
切
な
こ
と
だ
が
、
障
が
い
を
持
っ
て
い
る
人
と
接
す
る
と
き
に
は
、
こ
の
こ
と
が
特
に
大
切

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
障
が
い
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
自
分
が
ま
わ
り
に
迷
惑
を
か
け
て
い
な
い
だ
ろ
う
か

と
ま
わ
り
を
気
に
す
る
こ
と
が
多
い
。本
当
は
そ
の
よ
う
な
心
配
や
不
安
を
持
た
ず
に
生
活
し
て
ほ
し
い
が
、

実
際
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
自
分
が
イ
ラ
イ
ラ
と
し
た
気
持
ち
で
い
る
と
、
障
が
い
を
持
っ

て
い
る
人
は
、
怖
く
て
不
安
な
気
持
ち
に
な
り
、
安
心
で
き
な
い
と
思
う
。
だ
か
ら
、
お
お
ら
か
な
気
持
ち

を
持
っ
て
、
ニ
コ
ニ
コ
と
笑
顔
で
接
す
る
こ
と
を
心
が
け
る
こ
と
で
、
障
が
い
を
持
っ
て
い
る
人
も
不
安
に

な
ら
ず
、
安
心
で
き
る
と
思
う
。

　

三
つ
目
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
に
対
し
て
偏
見
の
目
を
向
け
た
り
、
偏
見
の
気
持
ち
を
持
っ
た
り
し
な
い

こ
と
だ
。
一
人
一
人
顔
や
性
格
も
違
い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
を
持
っ
て
い
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
障
が
い
の

一
つ
一
つ
も
、
個
性
の
一
つ
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
私
は
以
前
、
他
人
の
言

動
一
つ
一
つ
に
不
満
を
感
じ
て
い
た
。
し
か
し
、
よ
く
考
え
て
み
れ
ば
、
そ
れ
は
自
分
が
そ
の
人
の
個
性
を

認
め
ず
、自
分
を
中
心
に
し
た
自
己
中
心
的
な
考
え
方
を
し
て
い
た
だ
け
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
た
。

そ
し
て
、
個
性
を
認
め
る
こ
と
は
、
障
が
い
を
持
っ
て
い
る
人
に
対
し
て
偏
見
の
目
を
向
け
な
い
こ
と
や
、
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偏
見
の
気
持
ち
を
持
た
な
い
こ
と
に
も
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
の
人
権
が
無
視
さ
れ
、
尊
い
命
が
い
く
つ
も
奪
わ
れ
た
神
奈
川
の
障
が
い
者
施
設
で
の

事
件
。
こ
の
よ
う
な
事
件
は
こ
れ
か
ら
先
、
二
度
と
起
き
て
ほ
し
く
な
い
。
こ
の
惨
劇
が
繰
り
返
さ
れ
な
い

た
め
に
も
、
私
た
ち
は
障
が
い
に
つ
い
て
よ
く
知
り
、
障
が
い
を
一
つ
の
個
性
と
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
お
お

ら
か
な
気
持
ち
で
い
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
相
手
を
知
り
、
相
手
を
認
め
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
人
は
誰
で
も
人
権
を
持
っ
て
お
り
、
人
権
は
、
障
が
い
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て

無
く
な
っ
た
り
、
障
が
い
が
無
い
か
ら
と
い
っ
て
与
え
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
、
誰
も
侵
す
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
だ
。
私
は
、
こ
れ
か
ら
出
会
う
で
あ
ろ
う
ど
の
よ
う
な
人
に
も
、
お
お
ら
か
な
気
持
ち
で
接
し
、

決
し
て
偏
見
の
目
を
向
け
な
い
よ
う
に
し
て
、
障
が
い
を
持
っ
て
い
る
人
も
そ
う
で
な
い
人
も
安
心
し
て
暮

ら
せ
、
幸
せ
に
な
れ
る
よ
う
な
社
会
を
築
き
た
い
。

　

一
人
一
人
が
ひ
け
目
を
感
じ
る
こ
と
な
く
、
全
て
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
創
る
た
め
の
第
一

歩
は
、
私
た
ち
自
身
の
意
識
改
革
な
の
で
あ
る
。

　
第
20
回
鹿
児
島
県
小
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

■
奨
励
賞
　
せ
い
ち
ょ
う
し
た
わ
た
し　
　
　
　

吉
松
小
学
校
二
年　

大
う
ら　

お
と
め

　

わ
た
し
は
、
一
年
生
の
時
、
な
き
な
が
ら
学
校
へ
行
っ
て
い
ま
し
た
。
ど
う
し
て
か
と
言
う
と
、
お
か
あ

さ
ん
や
お
と
う
さ
ん
と
は
な
れ
た
く
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
学
校
に
行
か
な
い
と
い
け
な
い
の
は
分
か
っ
て

い
た
け
れ
ど
、
お
か
あ
さ
ん
や
お
と
う
さ
ん
と
は
な
れ
た
く
な
く
て
、
ど
う
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
く
て

な
い
て
い
ま
し
た
。

　

で
も
、
わ
た
し
が
な
い
て
学
校
に
行
っ
て
い
る
と
、
同
じ
学
き
ゅ
う
の
と
も
だ
ち
が
、

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
。
い
っ
し
ょ
に
行
こ
う
。」

と
こ
え
を
か
け
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
五
年
生
や
六
年
生
の
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
は
、
わ
た
し

の
な
き
ご
え
を
聞
く
と
す
ぐ
に
き
て
、
ラ
ン
ド
セ
ル
を
も
っ
て
く
れ
た
り
、
お
ん
ぶ
を
し
て
学
き
ゅ
う
ま
で

つ
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
先
生
た
ち
も
こ
え
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
は

こ
の
時
、「
み
ん
な
や
さ
し
い
な
。
わ
た
し
の
こ
と
を
大
切
に
思
っ
て
く
れ
て
い
る
ん
だ
な
。」
と
思
っ
て
、

が
ん
ば
ろ
う
と
い
う
気
も
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
な
ん
回
か
学
校
に
行
き
た
く
な
く
て
な
い
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
ま
わ
り
の
と
も

だ
ち
や
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
、
先
生
が
や
さ
し
く
し
て
く
れ
る
の
が
う
れ
し
く
て
、
気
も
ち
が
ら
く
に
な

り
ま
し
た
。

　

二
年
生
に
な
っ
た
今
で
も
、
時
ど
き
学
校
に
行
き
た
く
な
い
と
思
う
こ
と
が
あ
る
け
れ
ど
、
が
ん
ば
っ
て

な
か
ず
に
学
校
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
気
も
ち
に
し
て
く
れ
た
学
校
の
み
ん

な
や
先
生
に
か
ん
し
ゃ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
わ
た
し
の
ま
わ
り
に
こ
ま
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
、
や
さ
し
い
気
も
ち
で
、

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
。
学
校
は
た
の
し
い
よ
。」

と
、
こ
え
を
か
け
て
あ
げ
た
い
で
す
。
わ
た
し
も
い
ろ
い
ろ
な
人
に
た
す
け
て
も
ら
っ
た
の
で
、
こ
ん
ど
は

わ
た
し
が
た
す
け
て
あ
げ
た
い
で
す
。

■
奨
励
賞
　
い
じ
め
の
な
い
世
の
中
へ　
　
　
　
　

轟
小
学
校
六
年　

葊
山　

梨
星

　

い
じ
め
は
、
時
に
死
を
も
た
ら
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
い
じ
め
は
な
く
な
る
ど
こ
ろ
か
、
今
で
も
命
を
失

う
人
が
出
て
い
る
現
実
が
あ
り
ま
す
。
み
ん
な
、
心
の
中
で
は
分
か
っ
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
ど
う
し
て
変

わ
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
わ
た
し
は
、
も
う
一
度
、
い
じ
め
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

い
じ
め
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
と
き
、
以
前
は
、
暴
力
を
ふ
る
わ
れ
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
あ
る
時
、
先
生
が
、

「
相
手
の
人
が
、自
分
は
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
と
思
っ
た
ら
、そ
れ
は
、い
じ
め
な
の
で
す
。」
と
言
わ
れ
た
時
、

は
っ
と
し
ま
し
た
。
い
じ
め
て
い
る
側
の
人
が
自
覚
し
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
と
気
づ
い
た
か
ら
で
す
。
わ

た
し
は
、
時
々
ふ
ざ
け
て
人
を
軽
く
た
た
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
し
、
相
手
が
不
愉
快
な
気
持
ち
に
な
っ

て
い
た
ら
、
も
し
い
じ
め
だ
と
感
じ
て
い
た
ら
と
考
え
る
と
、
ぞ
っ
と
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
暴
力
だ
け

で
な
く
、
態
度
や
言
葉
も
い
じ
め
に
な
る
の
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
態
度
で
思
い
つ
く
の
は
、

無
視
す
る
こ
と
。
わ
た
し
自
身
、
無
視
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
、

「
な
ん
で
無
視
す
る
の
。
わ
た
し
が
、
何
か
し
た
。」

と
思
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
わ
た
し
も
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
時
や
お
こ
っ
て
い
る
時
に
話
し

か
け
ら
れ
て
、
相
手
に
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
自
分
も
同
じ
こ
と
を
し
て
い
た
か
と
思
う
と
、
情
け
な

く
な
っ
て
き
ま
す
。
言
葉
で
思
い
つ
く
の
は
、
あ
だ
名
や
悪
口
を
言
う
こ
と
。
わ
た
し
は
、
小
さ
い
こ
ろ
か

ら
自
分
の
体
で
気
に
し
て
い
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
人
に
そ
の
こ
と
を
言
わ
れ
、
泣
き
虫
な
わ

た
し
は
、
よ
く
な
み
だ
を
流
し
ま
し
た
。
時
に
は
、

「
生
ま
れ
つ
き
な
ん
だ
か
ら
、
し
ょ
う
が
な
い
じ
ゃ
ん
。」

と
、
言
い
返
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
最
近
は
、
笑
っ
て
ご
ま
か
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
、
そ
う
考

え
る
と
、
わ
た
し
が
言
っ
た
言
葉
の
中
に
も
相
手
を
傷
つ
け
て
い
る
言
葉
は
な
い
の
か
な
と
思
い
だ
し
ま
し

た
。
わ
た
し
の
よ
う
に
笑
っ
て
ご
ま
か
し
て
い
る
人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
う
考
え
て
く
る
と
、
自
分
自
身
も
い
じ
め
を
す
る
側
、
さ
れ
る
側
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
な
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
両
方
の
気
持
ち
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
い
じ
め
へ
の

道
を
引
き
返
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
よ
く
相
手
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
ま
し
ょ
う
と

言
わ
れ
ま
す
。
で
も
、
そ
の
前
に
、
自
分
の
中
の
い
じ
め
を
す
る
側
、
さ
れ
る
側
の
気
持
ち
を
考
え
て
み
る

と
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
後
で
、
相
手
の
気
持
ち
と
自
分
の
気
持
ち
を
重
ね
れ
ば
、
今
ま

で
以
上
に
理
解
し
あ
え
る
よ
う
に
な
る
気
が
し
ま
す
。
気
持
ち
が
重
な
れ
ば
、
き
っ
と
い
じ
め
の
道
に
は
進

ん
で
い
か
な
い
は
ず
で
す
。
ま
ず
は
、
わ
た
し
自
身
が
変
わ
れ
る
よ
う
努
力
し
て
み
ま
す
。
い
じ
め
の
な
い

世
の
中
に
な
っ
て
、
み
ん
な
笑
顔
で
い
ら
れ
る
こ
と
が
、
わ
た
し
の
願
い
で
す
。
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自
衛
隊
に
入
隊
し
て

自
衛
官
候
補
生
と
は
？

陸
上
自
衛
隊
　
第
一
空
挺
団
　

　
二
等
陸
士

　
本
村
　
佑
太
　（
19
才
）

　  
北
方
地
区
出
身
　
国
分
中
央
高
校
卒

　

自
衛
隊
に
入
隊
し
て
か
ら
、
も
う
す
ぐ
1
年
と
な
り
ま
す
。
前
期
は
え

び
の
駐
屯
地
で
の
3
か
月
の
教
育
訓
練
、
後
期
は
千
葉
県
習
志
野
市
に
あ

る
第
一
空
挺
団
と
い
う
所
で
6
か
月
の
教
育
訓
練
を
受
け
、
今
も
空
挺
団

に
所
属
し
て
い
ま
す
。
空
挺
団
は
日
本
で
一
つ
し
か
な
い
落
下
傘
で
の
降

下
を
行
う
部
隊
で
す
。
私
は
後
期
教
育
を
受
け
る
そ
の
日
ま
で
、
そ
ん
な

に
凄
い
部
隊
だ
と
い
う
認
識
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
後
か
ら
知
り
ま
し

た
が
、第
一
空
挺
団
で
の
後
期
教
育
は
日
本
一
厳
し
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、

訓
練
開
始
の
そ
の
日
か
ら
、
地
獄
の
日
々
の
始
ま
り
で
し
た
。
何
度
も
や

め
た
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
そ
の
都
度
、
違
う
県
か
ら
集
ま
っ
た
同
期
の

み
ん
な
で
助
け
合
い
、
何
と
か
後
期
教
育
を
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
後
の
空
挺
教
育
隊
（
落
下
傘
降
下
を
行
う
た
め
の
教
育
）
を
経

て
5
回
の
降
下
訓
練
が
終
わ
り
ウ
イ
ン
グ
バ
ッ
チ
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
教
育
訓
練
続
き
で
大
変
な
一
年
で
し
た
が
、
空
挺
隊
員
と
な
る
た

め
に
、
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
こ
こ
ま
で
来
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
空
挺
隊
員
と
し
て
勤
務
し
て

い
き
た
い
で
す
。

※
今
回
は
昨
年
度
、
湧
水
町
よ
り
自
衛
隊
に
入
隊
さ
れ
ま
し
た
本
村
佑
太

さ
ん
に
、
自
衛
隊
に
入
隊
し
て
と
題
し
て
、
今
後
の
抱
負
も
併
せ
て
寄
稿

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

　　

今
回
掲
載
し
ま
し
た
本
村
佑
太
さ
ん
は
、
昨
年
３
月
に
湧
水
町
で
壮
行

会
を
行
い
、
４
月
か
ら
自
衛
隊
に
入
隊
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
村
さ
ん
の
入
隊
さ
れ
た
自
衛
官
候
補
生
に
つ
い
て
、
紹
介
し
ま
す
。　

　

採
用
さ
れ
る
と
自
衛
官
候
補
生
に
任
命
さ
れ
、
自
衛
官
候
補
生
と
し
て

所
要
の
教
育
を
経
て
3
か
月
後
に
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
任
期
制
自
衛
官
）

に
任
官
し
ま
す
。

　

陸
上
自
衛
隊
は
１
年
９
か
月
、
海
上
・
航
空
自
衛
隊
は
２
年
９
か
月
の

任
期
制
隊
員
の
コ
ー
ス
と
な
り
ま
す
が
、
継
続
任
用
も
可
能
で
、
選
抜
試

験
に
合
格
す
れ
ば
上
位
の
階
級
へ
進
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

任
期
（
勤
務
期
間
）
を
定
め
た
採
用
制
度
の
た
め
、
任
期
満
了
時
に
自

衛
官
と
し
て
曹
・
幹
部
を
目
指
し
任
期
を
継
続
す
る
か
、
ま
た
は
民
間
へ

就
職
（
再
就
職
の
援
助
有
り
）
す
る
か
自
分
の
希
望
に
合
わ
せ
た
方
法
を

選
択
で
き
ま
す
。

※
給
与
と
は
別
に
、
宿
舎
費
や
食
費
な
ど
の
生
活
費
が
無
料
で
、
部
内
の

病
院
や
医
務
室
に
お
い
て
原
則
無
料
で
治
療
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

自
衛
官
募
集
の
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、
自
衛
隊
鹿
児
島

地
方
協
力
本
部
国
分
地
域
事
務
所
（
☎
０
９
９
５

－

４
５

－

１
８
３
６
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

入隊当初の町長表敬訪問の様子 平成29年降下訓練始めの様子
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発見楽しみ工房
　申込は，当日の申込の他 , 電話・ＦＡＸによる事前の申込もできます。
その際は，代表者のお名前と参加人数をお知らせください。

第192回 「石膏でオブジェをつくろう！」
　自然物からイメージを膨らませ,石膏を削ったり彫ったりしてオリジナ
ルのオブジェを作ってみませんか？
日　時／平成29年3月18日（土）13：30 ～ 15：30
講　師／鹿児島県立加治木高等学校　榊　麻衣　先生
定　員／ 20名（年齢制限はなく,どなたでも気軽に参加できます。)
参加料／入園料の他に２００円

平成 29 年２月（第 191 回）の
発見楽しみ工房の制作風景

　鹿児島県立隼人工業高等学校の齊藤俊先生と一緒に，ヒノキ
やスギをカンナで削って素敵な造花を作りました。

【お問い合わせ先】霧島アートの森　☎ 74 － 5945

２
19

２
３

２
14

花見の名所
池平公園へ植樹

志を立てて
大きく羽ばたけ

自
費
出
版
本

　  

南
日
本
大
賞

　

え
び
の
市
の
養
蜂
家
を
中
心
と
す
る「
え
び

の
ミ
ツ
バ
チ
会（
代
表
：
青
山
光
男
氏
）」に
よ
る

桜
の
幼
木
の
植
樹
が
本
町
の
池
平
公
園
に
て
行

わ
れ
ま
し
た
。同
団
体
は
、２
年
前
に
も
本
町
大

原
へ
も
植
樹
を
さ
れ
て
お
り
、ミ
ツ
バ
チ
の
保

護
と
蜜
源
を
増
や
す
た
め
に
近
隣
の
さ
ま
ざ
ま

な
場
所
で
植
樹
を
さ
れ
て
い
ま
す
。今
回
、池
平

公
園
に
植
樹
さ
れ
た
幹
回
り
４
㎝
ほ
ど
の
幼
木

（
８
本
）が
大
き
く
成
長
し
て
、ミ
ツ
バ
チ
の
貴

重
な
蜜
源
に
な
る
と
と
も
に
花
見
に
来
ら
れ
る

多
く
の
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

吉
松
中
学
校
は
、数
え
年
で
15
歳
を
迎
え
る

中
学
２
年
生（
27
名
）の
節
目
を
全
校
で
祝
う

「
立
志
式
」を
行
い
ま
し
た
。生
徒
た
ち
は
、こ
れ

ま
で
成
長
を
見
守
ら
れ
、身
体
的
に
は
大
き
く

な
っ
て
も
精
神
的
に
は
ま
だ
不
安
定
な
部
分
が

多
く
あ
り
、こ
の
矛
盾
し
た
時
期
を
乗
り
越
え
、

真
に
自
立
し
た
大
人
と
し
て
大
き
く
伸
び
る
大

切
な
時
期
に
い
ま
す
。立
春
と
い
う
自
然
が
ま

さ
に
動
き
出
そ
う
と
す
る
時
期
に
、こ
れ
か
ら

青
春
を
迎
え
る
若
い
生
徒
た
ち
が
自
分
の
成
長

を
自
覚
し
、さ
ら
に
自
己
変
革
を
志
向
す
る
良

い
機
会
と
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

南
日
本
新
聞
社
開
発
セ
ン
タ
ー
主
催
の
第
14

回
自
費
出
版
南
日
本
大
賞
選
考
会
が
鹿
児
島
市

で
開
催
さ
れ
、本
町
東
中
下
場
地
区
出
身
で
神

奈
川
県
在
住
の
有
村
仁
さ
ん
が
書
か
れ
た「
満

州
引
き
揚
げ
の
追
憶
」が「
当
事
者
に
よ
る
貴
重

な
記
録
」で
あ
る
と
高
い
評
価
を
受
け
、大
賞
に

輝
き
ま
し
た
。

　

有
村
さ
ん
は
、当
時
10
歳
だ
っ
た
時（
昭
和
20

年
）に
旧
満
州（
中
国
北
東
部
）か
ら
の
引
き
上

げ
の
際
、多
く
の
困
難
に
遭
遇
し
、帰
国
す
る
ま

で
の
追
憶
を
自
ら
の
費
用
を
持
ち
出
し
て
本
に

残
さ
れ
ま
し
た
。

このコーナーでは皆さまからの情報をお待ちしております。☎74－3111（内線2216）ゆうすいの話題
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活動内容
　美しい自然に囲まれた湧水町で，長井陽子先生のご指
導のもと，楽しく仲間づくりができ，個性豊かな作品が
できています。	
　学級生 17名で活動しています。

開 催 日　毎月第 1・3 木曜日
開催時間　午前９時３０分～午前１１時３０分
開催場所　栗野・吉松中央公民館（交互開催）
連 絡 先　栗野中央公民館　
　　　　　℡ ７４ - ４３１３

中央公民館作品展示の案内

栗 野 湧画会（油絵） 3月12日～ 4月10日

吉 松 トールペイント教室 3月12日～ 4月10日

パッチワーク教室

　
短
　
　
歌

父
母
は
白
寿
も
間
近
共
白
髪
神
の
御
手
に
て
守
ら
れ
し
か
も　
　
　
　
　
　
　
　

笹
田
て
い
子

珍
ら
し
く
さ
ん
さ
ん
と
降
る
雪
の
京
に
女
子
駅
伝
の
懸
命
な
る
素
足　
　
　
　
　

冨
山　
　

泰

軒
下
の
つ
る
し
大
根
一
列
に
白
い
カ
ー
テ
ン
寒
風
に
ゆ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

綾
子

兄
逝
き
し
あ
の
夜
も
寒つ

き月
は
冴
え
わ
た
り
蒼
く
澄
み
い
し
果
の
果
ま
で　
　
　
　

坂
元　

美
子

年
明
け
に
庭
先
の
椿
咲
き
き
ら
ず
寒
に
堪
え
て
色
変
わ
り
お
る　
　
　
　
　
　
　

今
西　

麗
子

ゆ
っ
た
り
と
柚
子
湯
に
入
り
て
南
瓜
食
む
一
陽
来
復
「
ん
」
で
締
め
括
る　
　
　

榎
木
志
津
代

寒
き
朝
十
七
歳
の
老
犬
は
フ
ラ
つ
き
な
が
ら
も
グ
イ
ッ
と
引
っ
張
る　
　
　
　
　

木
場　

千
恵

如
月
の
極
寒
つ
づ
け
ど
季
節
で
は
立
春
迎
え
梅
は
満
花　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

城　

千
鶴
子

あ
ち
こ
ち
と
ソ
バ
屋
を
た
ず
ね
店
店
で
味
の
変
わ
り
を
楽
し
み
て
い
る　
　
　
　

久
保　

隆
雄

明
け
方
の
一
首
は
何
処
へ
消
え
た
や
ら　

く
し
ゃ
み
一
つ
で
跡
形
も
無
し　
　
　

福
田
三
四
五

文
筆
は
言こ
と
だ
ま霊
を
込
め
記
す
る
べ
し
批
評
の
担
当
お
こ
が
ま
し
け
れ　
　
　
　
　
　

鬼
塚　

文
雄

死
ん
だ
と
か
入
院
し
た
と
か
聞
き
違
へ
ば
っ
た
り
逢
っ
て
狼ろ
う
ば
い狽
し
た
り　
　
　
　

抜
水
ふ
く
代

明
け
方
の
月
の
光
に
真
向
へ
ば
我
を
見
下
ろ
す
只
淡
淡
と　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
口　

信
子

た
ら
ち
ね
の
母
の
着
物
に
袖
通
し
鏡
を
見
れ
ば
母
の
面
立
ち　
　
　
　
　
　
　
　

内
村
美
代
子

白
梅
の
咲
き
て
菜
を
摘
み
春
近
し
と
思
い
し
今
日
は
ど
か
雪
の
降
る　
　
　
　
　

竹
中
セ
ツ
子

降
り
や
ま
ぬ
雪
に
埋
も
れ
し
青
き
芽
に
時
来
た
り
と
強
さ
見
せ
ら
れ　
　
　
　
　

内
村
と
し
子

ホ
カ
ホ
カ
の
赤
飯
食
べ
て
た
誕
生
日
遠
き
想
い
出
の
母
の
う
す
紅　
　
　
　
　
　

㟢
田　

ユ
ミ

　
川
　
　
柳

寒
い
夜
水
を
懸
念
し
寝
間
に
つ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
村　

住
義

壁
よ
り
も
核
の
ボ
タ
ン
が
気
に
か
か
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
園
ら
ん
子

四
季
の
花
育
て
楽
し
む
老
の
幸　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
元　

芳
子

出
無
精
も
花
に
誘
わ
れ
歩
を
延
ば
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
元　

節
子

　
俳
　
　
句

深た
ん
し
ゅ
ん
春
や
五
臓
六
腑
の
動
き
初そ

む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
屋　

雪
白

夜
凍
て
る
福
豆
探
り
厠

か
わ
や

立
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
園
ら
ん
子

寒
晴
れ
や
い
く
た
ま
さ
ん
の
日
章
旗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

綾
織　

統
一

　
薩
摩
狂
句 

（
唱
）
福
田
三
四
五  

黒く
ろ
ざ
と

砂
糖
が
グ
ワ
ラ
ッ
減
っ
ち
ょ
い
雪ゆ
つ
び
よ
い

日
和　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
総が
ん
ぶ
い

入
歯

　
（
唱
）
栗お

ち

ゃ
野
茶
と
炬こ
た
っ燵
で
三
点
セ
ッ
ト

鶯ウ
グ
イ
スが
今き

ゅ日
も
頑は
め
っ
け張
っ
歌
ん
稽け

こ古　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ち
ょ
っ
し
も
た

　
（
唱
）
ケ
キ
ョ
ケ
キ
ョ
ホ
ー
ち
下へ

た手
が
可む

ぜ愛
で
あ

極
寒
も
ま
一い
っ
と
っ時
じ
ゃ
っ
ち
春
を
待
っ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

店
ん
幸さ
っ

ち
ゃ
ん

　
（
唱
）
ぐ
り
っ
騙だ
ま

け
た
三
寒
四
温

・
こ
の
「
ゆ
う
す
い
文
芸
」
コ
ー
ナ
ー
に
句
を
掲
載
し
た
い
方
は
、
毎
月
20
日
ま

で
に
栗
野
中
央
公
民
館
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

・
読
み
づ
ら
い
熟
語
等
に
は
読
み
仮
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

東京書店

　人気の J-pop（邦楽），フォークソング , こど
ものうた，落語など約 25 点の新しい CD が入り
ました。湧水町町民歌・湧水音頭の CD も借りら
れます。ぜひ，ご活用ください！

士
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開館時間：午前１０時～午後６時　　　　　　　　　
休 館 日：毎週月曜日，祝日（ こどもの日，海の日，文化の日を除く ），　毎月第４木曜日，
　　　　　 年末年始（１２/ ２９～１/ ３），特別館内整理期間　　
問合せ先：７４－１８２１

東京書店

　人気の J-pop（邦楽），フォークソング , こど
ものうた，落語など約 25 点の新しい CD が入り
ました。湧水町町民歌・湧水音頭の CD も借りら
れます。ぜひ，ご活用ください！

士



※
３
月
25
日
か
ら
26
日
に
か
け
て
南
九
州
市

で
開
催
さ
れ
る
本
大
会
に
県
代
表
と
し
て
出

場
。

　　
　
　
　
　

期
日
：
２
月
18
日
～
22
日

▼
総
合
成
績

　

第
２
位　

姶
良
地
区

　

第
12
位　

伊
佐
地
区

【
伊
佐
地
区
】

　

宮
田　

章
也

　
　

（
伊
佐
湧
水
消
防
組
合
：
川
添
地
区
）

■
２
日
目
（
２
月
19
日
）

　

１
区　

加
世
田
～
吹
上
（
11
・
7
㎞
）

　
　

区
間
12
位　

38
分
15
秒

■
３
日
目
（
２
月
20
日
）

　

８
区　

大
口
～
湯
之
尾
（
12
・
1
㎞
）

　
　

区
間
５
位　

39
分
59
秒

■
５
日
目
（
２
月
22
日
）

　

１
区　

根
占
～
神
川
（
10
・
0
㎞
）

　
　

区
間
10
位　

33
分
13
秒

　
　
　
　
　

期
日
：
12
月
23
日

　
　
　
　
　

場
所
：
薩
摩
川
内
市

▼
小
学
３
・
４
年
男
女
形
の
部

　

準
優
勝　

柿
木　

史
翔
（
吉
松
小
３
年
）

▼
小
学
３
・
４
年
男
子
組
手
の
部

　

優　

勝　

柿
木　

史
翔

　
　
　
　
　

期
日
：
1
月
21
日
～
22
日

　
　
　
　
　

場
所
：
姶
良
市

パ
ー
ト
優
勝　

湧
水
ス
ラ
ッ
ガ
ー
ズ

　
　
　
　
　

期
日
：
１
月
22
日

　
　
　
　
　

場
所
：
宮
崎
県
新
富
町

▼
小
学
３
年
男
子
組
手
の
部

　

敢
闘
賞　

柿
木　

史
翔

　
　
　
　
　

期
日
：
１
月
29
日

　
　
　
　
　

場
所
：
熊
本
県
人
吉
市

▼
小
学
３
・
４
年
男
女
個
人
形
の
部

　

優　

勝　

柿
木　

史
翔

　

第
３
位　

野
口　

藍
加
（
吉
松
小
３
年
）

▼
小
学
１
・
２
年
男
女
個
人
組
手
の
部

　

優　

勝　

池
田　

圭
孝
（
栗
野
小
２
年
）

▼
小
学
３
・
４
年
男
女
個
人
組
手
の
部

　

優　

勝　

柿
木　

史
翔

　

準
優
勝　

野
口　

藍
加

　
　
　
　
　

期
日
：
１
月
29
日

　
　
　
　
　

場
所
：
鹿
児
島
市

▼
小
学
３
年
男
女
個
人
の
部

　

第
２
位　

喜
多
田
宗
二
郎
（
栗
少
剣
）

▼
小
学
４
年
男
女
個
人
の
部

　

第
２
位　

宮
園
真
唯
子　

（
栗
少
剣
）

　
　
　
　
　

期
日
：
１
月
28
日

　
　
　
　
　

場
所
：
栗
野
体
育
館

▼
小
学
１
・
２
年
生
の
部

　

第
１
位　

有
田
つ
く
し　

（
吉
松
剣
）

　

第
２
位　

中
川
一
之
介　

（
幸
田
剣
）

　

第
３
位　

宮
園
留
梨
子　

（
栗
少
剣
）

　

第
３
位　

内
村　

緒
美　

（
栗
少
剣
）

▼
小
学
３
・
４
年
生
の
部

　

第
１
位　

宮
園
真
唯
子　

（
栗
少
剣
）

　

第
２
位　

喜
多
田
宗
二
郎
（
栗
少
剣
）

　

第
３
位　

福
永　

椿　
　

（
栗
少
剣
）

　

第
３
位　

柿
木　

大
誠　

（
吉
松
剣
）

▼
小
学
５
年
生
の
部

　

第
１
位　

前
田　

優
悟　

（
吉
松
剣
）

　

第
２
位　

田
𠩤　

愛
菜　

（
轟
剣
）

　

第
３
位　

内
村　

伊
織　

（
栗
少
剣
）

　

第
３
位　

今
川
愛
加
吏　

（
幸
田
剣
）

▼
小
学
６
年
生
の
部

　

第
１
位　

有
田
こ
こ
ろ　

（
吉
松
剣
）

　

第
２
位　

喜
多
田
政
宗　

（
栗
少
剣
）

　

第
３
位　

福
留　

大
輝　

（
吉
松
剣
）

　

第
３
位　

森
山　

紗
那　

（
吉
松
剣
）

▼
中
学
１
年
生
の
部

　

第
１
位　

二
渡　

舞
琴　

（
吉
松
剣
）

　

第
２
位　

宮
園
理
紗
子　

（
栗
野
中
）

　

第
３
位　

畠
中　

健
多　

（
栗
野
中
）

　

第
３
位　

野
中　

愛　
　

（
吉
松
剣
）

▼
中
学
２
年
生
の
部

　

第
１
位　

大
田　

一
心　

（
栗
野
中
）

　

第
２
位　

前
田　

貫
太　

（
栗
野
中
）

　

第
３
位　

石
本　

柊
平　

（
栗
野
中
）

　

第
３
位　

池
田　

凜　
　

（
栗
野
中
）

第
13
回
薩
州
杯
空
手
道
錬
成
大
会

第
28
回
学
童
軟
式
野
球
蒲
生
大
会

第
21
回
座
論
梅
空
手
道
大
会

第
27
回
全
九
州
小
学
生
選
抜

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
出
場

第
64
回
県
下
一
周
市
郡
対
抗
駅

伝
競
走
大
会

第
29
回
大
警
視
川
路
利
良
顕
彰

少
年
剣
道
大
会

第
５
回
湧
水
町
武
道
大
会

お
ど
ん
な
日
本
一
武
道
大
会

第
４
回
空
手
道
大
会

ゆ
う
す
い 

の

ス
ポ
ー
ツ

（
敬
称
略
）

第
40
回
吉
松
旗
争
奪

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

2
月
11
日
に
開
催
さ
れ
、
降
雪
の
な
か

県
内
の
17
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

湧
水
で
熱
戦
！
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吉松ソフトボールスポーツ少年団
下脇田颯太・菱刈嵩琉・丸山琉星・村口未祐
永野翔人・丸山剛輝・竹中陽星・丸山惇心
竹中滝馬・村口未奈

【結果】（町内分）
第３位　
幸田ソフトボール
　　スポーツ少年団
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　ビストロ交流会は，みなさんに支えられて2月18日に無事に19回目を迎えることがで
きました。旧栗野町の時代から定着したこの交流会は，県内在住の外国人に協力してい
ただき，各国の料理の試食，パフォーマンスとクイズゲームを楽しんでいただけるイベ
ントです。今回は町内外から133名の方が参加され，9か国の料理を堪能していただきま
した。また，本町ALTのトマス・マッカボイさんにサキソフォンの演奏をしていただき，
マレーダンス団体のR

ラ マ
ama R

ラ マ
ama C

チ ャ ン テ
antik（日置市）と即興ダンス団体のコンタクトインプ

ロビゼーショングループC
シー

.I
アイ

.c
シーオー

o（伊佐市）にダンスパフォーマンスを披露していただき
ました。私は湧水町国際交流員として今回が最後のビストロ交流会になりましたが，たくさんの方に参加外国人
と交流をしながら世界の味を知っていただけて，とても嬉しく思っています。
　私が湧水町に来てから来月でちょうど3年が経ちます。8月には国際交流員としての任期を終える予定ですが，
湧水町での出会いや経験をこれからも大切にしたいと思い，今次のステップを検討しているところです。日本政
府が運営するJETプログラム（海外青年招致事業）の参加者として来日している国際交流員の背景はそれぞれ違
いますが，任期が終わってからも日本と母国との懸け橋であり続けたいと思う方が多いです。母国に帰る方が大
半ではありますが，世界各地にあるJETプログラム同窓会（JETAA）や国際交流基金の支所を通して，それぞれ
の場所で日本の文化・日本語教育の推進に関わることができます。また，日本に残る方々はたいてい民間企業や
教育施設，NPOへ就職しています。私は2月下旬に横浜へ出張した際に，日本に残った湧水町の元国際交流員，
ジェリー・ぺチャックさん（平成17年～ 18年の交流員，アメリカ出身，大分県在住）と李

リ
美
メイ

さん（平成21年～ 26年
の交流員，中国出身，東京都在住）と会う機会がありました。2人とも，現在の仕事で国際交流や多文化共生に携
わっており，湧水町を離れてからも何回か遊びに戻ったことがあります。湧水町の思い出を忘れずに今も日本の
社会に頑張って貢献している先輩がいるのはとても心強いです。私もこれから同じように国際交流員としての
経験を活かせたらと思います。

ジョシュア・リオンの国際交流日記

ビストロ交流会とこれからのことについて

私（左）と前任者の李美さん（右）

大隅半島を探検して
　みなさんこんにちは。春がそこまでやってきそうですが，お元気に過ごされ
ているでしょうか？
　前回少しお話しましたが，２月は鹿児島県東部・大隅半島を探検してみまし
た。毎週土日は，違うところに行っています。初めに九州本土の最南端である佐
多岬へ行きました。とても長い旅でしたが，景色が美しく，気温も温かくて楽しい時間を過ごすことがで
きました。佐多岬の浜辺には，流木や海に流された小物がたくさんあって面白かったです。周りの丘や崖か
ら，何匹かのサルが食べるものを探しに浜辺に降りてきた時のことが，一番記憶に残っています。
　次の週は鹿児島の東，岩屋観音がある曽於市に行ってみました。残念なことにその日は，雨のために景色
がよく見えませんでしたが，それでも十分地元の文化に触れられて良かったです。また，地域の伝説上の人
物「弥五郎どん」の高さ１５メートルの銅像が特に面白かったです。
　２月の一番の思い出は，霧島神宮へ行ってその周辺でハイキングをしたときのことです。霧島神宮の建
物の構造がとても複雑で，建物の色が濃くて綺麗でした。また細かい彫刻を施された石像や天狗のお面が
とても印象的でした。卒倒するほど美しい神社だと思いました。本殿の所々を見て，以前インドで見たお寺
のことを思い出しました。その後は，霧島温泉郷の周りの登山道を探検してみました。途中で野生鹿の群を
見つけ，１時間ぐらい追いかけました。野生の鹿を近くで見ることができた幸運は，もしかしたら霧島神宮
の御利益ではないでしょうか？
　今回は以上になりますが，次もぜひお楽しみにしてください。

トマスの湧水記
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　国民年金からのお知らせ 申請受付は４月からです！

　学生本人の前年所得が１１８万円以下であれば，市町村の国民年金窓口に申請し，年金事務所で承認を受けると，
その期間の保険料の納付は猶予されます。
※在学する大学等が学生納付特例事務法人の指定を受けている場合は，大学等の窓口でも申請できます。

学生納付特例制度の手続きについて

対象となる学生とは？
　大学（大学院），短大，高等学校，高等専門学校，
専修学校及び各種学校※１やそのほか施設の一部に在
学する２０歳以上の学生※２

※ 1. 各種学校とは，修業年限が 1 年以上で，都道
府県等の認可を受けている学校が対象となりま
す。

※ 2. 夜間，定時制課程，通信課程，一部の海外大
学の日本学校に在学する方も含まれるので，ほ
とんどの学生の方が対象となります。

学生納付特例の承認期間
平成２９年４月から平成３０年３月までです。
※申請が遅れると，申請日前に生じた不慮の事故

や病気による障害について，障害基礎年金を受け
取ることができない場合があります
ので，ご注意ください。

保険料免除・若年者納付猶予・学生納付特例の承認を受けた方には

「追納」をお勧めします！
　保険料の免除（全額免除・一部納付），若年者納付猶予，学生納付特例の承認を受けた期間で１０年以内で

あれば，遡って保険料を納めることができます。（これを「追納」といいます。）

　将来受け取る年金額を増額するためにも，追納することをお勧めします。

申請手続きは毎年必要です。
　平成 28 年度に学生納付特例を承認された方で，
平成 29 年度も同じ学校に在学する方には，日本年
金機構から「学生納付特例申請書（葉書）」が郵送
されます。
　必要事項を記入し，返送することにより学生納付
特例の平成 29 年度の申請が出来ます。

手続きに必要なもの
○年金手帳
　または基礎年金番号がわかるもの
○在学期間がわかる在学証明書（原本）

または学生証（各種学校にあっては修業年限が
1 年以上の課程に在学していることを証明する
書類）

※退職した方が申請を行う時は，退職を確認できる
離職票等の写しを添付してください。

　（申請は毎年必要です。）

学生でなくなり，引き続き保険料の納付が困難な場合⇒保険料免除，若年者納付猶予の申請ができます。

問い合わせ先
栗野庁舎		　住　民　課	　℡：７４－３１１１（内線2154）
吉松庁舎　		住民福祉課　	℡：７５－２１１１（内線3119）
加 治 木 年 金 事 務 所	　℡：６２－３５１１
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国
保
だ
よ
り

問い合わせ先
保健衛生課（栗野庁舎）　TEL：７４－３１１１（内線2123）　　
住民福祉課（吉松庁舎）　TEL：７５－２１１１（内線3113）
栗野保健センター　　　TEL：７４－３１２０

●塩分や脂肪をとり過ぎない

●肥満，運動不足の解消

●禁煙・節酒

●水分を十分にとる

　（脱水は危険）

●必要な薬以外は服用しない

●関連数値を把握しておく

あなたはいくつ当てはまる？
□肥満

□高血圧

□糖尿病

□脂質異常症

□メタボリックシンドローム

この他にも・・・
・喫煙
・家族に腎臓病の人がいる
・健診等でたんぱく尿を発見
・高齢
といった生活習慣病以外の危険因子もあります。

H２９年４月から，姶良・伊佐地区

こんな人は要注意！
CKD になる原因は？

新たな国民病！

ＣＫＤってな～に？

《CKD 予防のポイント》

CKD 予防ネットワークがスタートします！
　慢性腎臓病（CKD）の重
症化を予防するためには，健
診等で腎臓の異常等が発見さ
れた患者を，かかりつけ医と
腎臓等に関する専門医が連携
して診療すること（病診連携）
が重要であることから，病診
連携の運用が図られるよう

「CKD 予防ネットワーク」を
構築しました。

腎臓の機能が慢性的に低下した状態を慢性腎臓病（CKD）といいます。
腎臓は沈黙の臓器と言われ，進行するまで無症状です。
実は CKD の患者数は全国で約１３３０万人と推計されており

「新たな国民病」と言われるほど，とても身近な病気です。

特
定
検
診
・
職
域
健
診
機
関

（
市
町
村
・
協
会
け
ん
ぽ
等
）

腎
臓
診
療
医

（
腎
臓
専
門
医
・
透
析
専
門
医
）

Ｃ
Ｋ
Ｄ
予
防

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
登
録
医

（
か
か
り
つ
け
医
）

町
民
の
み
な
さ
ん

情報提供

腎臓診療医の
治療方針等に
基づき患者の
治療を実施

情報提供

健診結果に基
づき受信勧奨

かかりつけ医
へ戻る治療方
針等の返信

受 診 紹 介

成人の８人に
１人がＣＫＤ

人工透析患者数（人口１０万対）

年々増加

CKD が進行すると
　　　　　　どうなるの？
　体内からうまく老廃物を体の
外に出すことができなくなり食
事や薬物治療に加えて，人工透
析が必要になります。

?!

≪鹿児島の現状≫

人口透析患者数

全国　第４位

特に！！

高血圧は CKD と
互いに合併しやす
く，放置すると心

筋梗塞や脳卒中な
どが起こる危険が
高まります。また，
肥満を解消すると
高血圧などの生活
習慣病のリスクは
減るといわれてい

ます。
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3 月は自殺対策強化月間です。

日本では１年に３万人近くもの人が自ら命を絶っていて，それがもう十数年も続いています。
自殺を考える人は「死ぬしかない」と視野が狭まっていたり，「孤立している」と感じています。

自殺者を一人でも減らすために，あなたにできること、それは・・・・・・

●鹿児島いのちの電話
　　　　　　　℡099－250－7000　365日・24時間
●いのちと暮らしの相談ナビ（自殺対策支援センター　ライフリンク）
　　　　　　　http：//lifelink-db.org/
●鹿児島県精神保健福祉センター
　　　　　　　℡099－218－4755　月～金　8：30～ 17：00

ひ と り で 悩 ま な い で
～自殺を防ぐためにあなたができること～

さらに詳しく知りたいとき

相談や

　抱え込んでいる問題や悩みを解決する方法
を知らずに，死を選んでしまうことほど残念
なことはありません。専門家の支援を受ける
こと，またさまざまな支援の輪を広げていく
ことが大切なのです。

　話をじっくり聞き，その気持ちを肯定的に
受け止めると，その人は気持ちが落ち着いて，
本来の自分を取り戻すことができるのです。
この「傾聴」は悩みを聞くうえで常に心がけ
たいことです。

　「いつもと様子が違うので心配だ」などと声をかけて
みましょう。声をかけることで，「あなたは決してひと
りではないのだ」ということを理解してもらえます。

　話を聞いた→専門家を紹介した→万事解決というこ
とはありません。一見元気になったように見えても，悩
みは繰り返し頭を占めるものです。本人が完全に乗り
越えるまで，長期間見守る必要があります。

ここに
相談してみよう

よく
頑張ってるね

眠れてる？
大丈夫？

ずっと
そばにいる
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　町などからのお知らせや
募集などの情報をお届け
します。

「
ふ
る
さ
と
の
道
サ
ポ
ー
タ
ー
」

及
び「
み
ん
な
の
水
辺
サ
ポ
ー

タ
ー
」を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、地
域
の
皆
さ
ん
が
県
の

管
理
す
る
道
路
、河
川
及
び
海
岸
で

清
掃
な
ど
の
美
化
活
動
を
行
う
サ

ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
生
活
に
利
用
さ
れ
て
い
る

道
路
や
美
し
い
水
辺
の
風
景
を
守
る

た
め
、サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
し

ま
せ
ん
か
。ま
た
、県
で
は
、こ
の
活

動
等
に
必
要
な
経
費
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（「
ふ
る
さ
と
道
サ
ポ
ー
ト
推
進
事

業
」、「
み
ん
な
の
水
辺
サ
ポ
ー
ト
推

進
事
業
」）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地
域
を
私
た
ち
の
力
で

き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
先

　

姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
建
設
部

建
設
総
務
課

　

☎
０
９
９
５

－

６
３

－

８
３
５
１

九
州
電
力
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

毎
年
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
、

カ
ラ
ス
が
電
柱
に
作
っ
た
巣
が
原
因

と
な
る
停
電
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。カ
ラ
ス
の
営
巣
活
動
を
見

か
け
た
場
合
は
、九
州
電
力
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

▼
問
合
せ
先

　

九
州
電
力
霧
島
営
業
所　

　

☎
０
１
２
０

－

９
８
６

－

８
０
３

青
年
海
外
協
力
隊
＆
シ
ニ
ア
海

外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

す
。

　

開
発
途
上
国
へ
の
技
術
協
力
や
人

材
育
成
を
行
っ
て
い
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

（
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
）が

２
０
１
７
年
度
春
の
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　

世
界
に
は
、あ
な
た
の
経
験
や
技

術
を
必
要
と
し
て
い
る
人
々
が
い
ま

す
。ぜ
ひ
、あ
な
た
も
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

▼
募
集
期
間

　

３
月
31
日（
金
）～
５
月
10
日（
水
）

▼
応
募
資
格

○
青
年
海
外
協
力
隊

　

満
20
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
日
本
国

籍
を
持
つ
方

○
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

満
40
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
日
本
国

籍
を
持
つ
方

▼
募
集
分
野

　

農
林
水
産
、保
健
・
医
療
、公
共
・
公

益
事
業
、人
的
資
源
等

▼
派
遣
先

　

ア
ジ
ア
、ア
フ
リ
カ
、中
南
米
、大

洋
州
、中
東
地
域
の
約
70
か
国

▼
派
遣
期
間

　

１
年
間
ま
た
は
２
年
間（
ほ
と
ん

ど
の
要
請
は
２
年
間
）

▼
そ
の
他

　

詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
九

州
国
際
セ
ン
タ
ー【
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州
】

市
民
参
加
協
力
課

　

☎
０
９
３

－

６
７
１

－

６
３
１
１

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

  https://w
w

w
.jica.go.jp

/volunteer/index.htm
l

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
・
発
達

障
害
啓
発
週
間
に
つ
い
て

　

毎
年
４
月
２
日
は
、国
連
が
定
め

た「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」で
、４

月
２
日
か
ら
８
日
ま
で
は「
発
達
障

害
啓
発
週
間
」で
す
。

○
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発
達
障

害
の
方
は
、他
人
の
意
図
や
感
情
を

直
感
的
に
理
解
し
た
り
、言
葉
を
適

切
に
使
う
こ
と
な
ど
が
苦
手
な
場
合

が
あ
り
、学
校
や
職
場
で
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
や
困
難
に
直
面
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

○
こ
れ
ら
は
、親
の
し
つ
け
や
家
庭

環
境
が
原
因
で
は
な
く
、脳
機
能
の

発
達
に
関
係
す
る
も
の
で
す
。

○
発
達
障
害
は
、見
た
目
に
は
障
害

が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
に
く
い
た

め
、行
動
や
態
度
が
誤
解
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

○
発
達
障
害
の
特
徴
を
知
り
、正
し

く
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

▼
問
合
せ
先

　

県
庁
障
害
福
祉
課

　

☎
０
９
９

－

２
８
６

－

２
７
４
４

か
ご
し
ま
子
育
て
応
援
企
業
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

コ
ス
ト
を
あ
ま
り
か
け
な
い
経
営

戦
略
の
一
つ
に「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）」

へ
の
取
組
み
が
あ
り
ま
す
。

　

従
業
員
の
仕
事
と
生
活
を
両
立
し

や
す
く
す
る
環
境
づ
く
り
に
は
、職

場
ぐ
る
み
で
業
務
の
見
直
し
や
ム
ダ

の
削
減
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、こ
の
よ
う
な
取
組
み
に
よ
り
、

生
産
性
の
向
上
や
コ
ス
ト
の
削
減
な

ど
経
営
に
プ
ラ
ス
の
影
響
が
も
た
ら

さ
れ
る
と
と
も
に
、従
業
員
の
定
着

率
の
向
上
や
個
々
の
従
業
員
の
仕
事

の
能
率
ア
ッ
プ
、パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

の
向
上
な
ど
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

県
の「
か
ご
し
ま
子
育
て
応
援
企

業
」に
登
録
し
、取
組
み
を
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、企
業
イ
メ
ー
ジ

の
向
上
、優
秀
な
人
材
の
確
保
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　

鹿
児
島
の
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
を
健
や
か
に
生
み
育
て
る
た
め
に

地
元
の
企
業
と
し
て
、で
き
る
こ
と

か
ら
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
申
込
方
法

　

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
に

基
づ
く
一
般
事
業
主
行
動
計
画
期
間

内
で
あ
れ
ば
、い
つ
で
も
登
録
で
き

ま
す
。郵
便
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、電
子
メ
ー
ル

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　
　

　

県
庁
雇
用
労
政
課

　

☎
０
９
９

－

２
８
６

－

３
０
１
４

●
路ろ
ぼ
う傍
の
花（
表
紙
左
下
）の
情

報
募
集
に
つ
い
て

　

読
者
の
皆
様
か
ら
、自
宅
の
庭
や

地
区
内
の
花
壇
で
大
切
に
育
て
て
い

る
花
や
道
端
に
咲
い
て
い
る
四
季
の

花
の
情
報
を
募
集
し
ま
す
。情
報
を

お
持
ち
の
方
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

　

栗
野
庁
舎　

総
務
課　

文
書
広
報

係
　

☎
７
４

－

３
１
１
１

　
　
（
内
線
）２
２
１
６

Infomation
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３/16 木 　　心も体も元気教室　貯筋アップコース
（13：30 ～ 15：00） ４/ ２ 日

３/17 金
　　心も体も元気教室　一生元気コース

（13：30 ～ 15：00）
資源ごみ収集日（川西地区）

４/ ３ 月
　　休館日
　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）
　　※要予約

３/18 土 ４/ ４ 火 資源ごみ収集日 ( 北方・轟・幸田・米永地区）

３/19 日 　　春のおはなし会（10:30 ～）
　　図書館おはなしコーナー ４/ ５ 水

３/20 月 　　休館日 ４/ ６ 木 　　母子相談（受付14:00 ～ 14:30）※時間厳守

３/21 火
 　　休館日
　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）
　　※要予約
資源ごみ収集日（北方・轟・幸田・米永地区）

４/ ７ 金 資源ごみ収集日（川西地区）

３/22 水 ４/ ８ 土
３/23 木 　　休館（館内整理日） ４/ ９ 日

３/24 金 資源ごみ収集日（川東地区） ４/10 月

　　休館日
　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）
　　※要予約
定例教育委員会（吉松庁舎）※一般の方も傍聴で
きます。（一部非公開の場合もあります。）

３/25 土 ４/11 火 資源ごみ収集日（上場・老竹・長谷・東中下場・
西下場地区）

３/26 日 ４/12 水 　　温泉健康相談（13：00 ～ 16：00）

３/27 月

　　休館日
　　心も体も元気教室　貯筋アップコース

（9：30 ～ 11：00）
　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）
　　※要予約

４/13 木

３/28 火

　　げんき湧くわく教室
（9：00 ～ 11：00　受付8：45 ～）

　　心も体も元気教室　元気アップコース
（9：30 ～ 11：00）

　　心も体も元気教室　元気アップコース
（13：30 ～ 15：00）

資源ごみ収集日（上場・老竹・長谷・東中下場・西下場
地区）

４/14 金
　　母子相談（受付14：00 ～ 14：30）
　　※時間厳守
資源ごみ収集日（川東地区）

３/29 水 　　温泉健康相談（13:00 ～ 16:00） ４/15 土
３/30 木 ４/16 日

３/31 金 ４/17 月
　　　　休館日
　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）
　　※要予約

４/ １ 土 ４/18 火 資源ごみ収集日（上場・老竹・長谷・東中下場・
西下場地区）

吉中公

催し物
コーナー

公民館学級作品展２部　　（３月11日～３月30日）

公民館学級活動内容紹介パネル展
　　　　　　　　　　　　（４月１日～４月13日）

◀
町
民
ホ
ー
ル
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３月１９日（日）
　田代医院　　　　　　74 － 2075
　アクア薬局　　　　　74 － 1078
３月２０日（月）
　伊東内科クリニック　72 － 9088
　タイガー薬局　　　　64 － 6700
３月２６日（日）
　大庭医院　　　　　　76 － 1984

　寺脇薬局　　　　　　76 － 2008
４月２日（日）
　吉松温泉医院　　　　75 － 3311
４月９日（日）
　霧島桜ヶ丘病院　　　78 － 3135
　さくらの杜薬局　　　78 － 8282
４月１６日（日）
　前田医院　　　　　　74 － 5001

日曜・祝日在宅医（薬局）（３・４月）

2
月
2
日
（
木
）

・
町
茶
業
振
興
会
総
会
及
び
茶
業
振
興

大
会

・
姶
良
伊
佐
地
域
農
業
・
農
村
振
興
大

会
2
月
7
日
（
火
）

・
町
企
業
立
地
懇
話
会
及
び
交
流
会

2
月
9
日
（
木
）

・
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
定
例
会

2
月
10
日
（
金
）

・
町
農
業
再
生
協
議
会
総
会

2
月
11
日
（
土
）

・
吉
松
旗
争
奪
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

2
月
12
日
（
日
）

・
町
子
ど
も
会
大
会
及
び
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
大
会

2
月
13
日
（
月
）

・
町
認
定
農
業
者
協
議
会
総
会

・
え
び
の
市
議
会
総
務
教
育
常
任
委
員

会
行
政
視
察
対
応

2
月
15
日
（
水
）

・
区
長
会

2
月
17
日
（
金
）

・
町
林
業
振
興
推
進
協
議
会

・
町
住
宅
新
築
資
金
等
審
議
会

2
月
19
日
（
日
）

・
県
下
一
周
市
郡
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

激
励

2
月
20
日
（
月
）

・
県
下
一
周
市
郡
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

激
励

・
町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

2
月
23
日
（
木
）

・
さ
つ
・
長
・
湧
水
連
絡
会
議

・
市
町
村
長
研
修
会

・
県
町
村
会
定
期
大
会
及
び
交
流
会

・
島
津
義
弘
公
大
河
ド
ラ
マ
誘
致
委
員

会
2
月
24
日
（
金
）

・
議
会
運
営
委
員
会

・
鹿
児
島
地
方
法
務
局
霧
島
支
局
長
来

庁
対
応

・
鹿
児
島
湧
水
会

2
月
26
日
（
日
）

・
米
永
地
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

2
月
27
日
（
月
）

・
長
谷
地
区
高
齢
者
等
研
修
会

2
月
28
日
（
火
）

・
議
会
本
会
議

町
長
動
静

　
　
（
２
月
１
日
～
28
日
）

（
平
成
29
年
２
月
届
出
分
）

（
平
成
29
年
２
月
届
出
分
）

堀
ノ
原
の
新
屋
敷
カ
ス
ミ
さ
ん
か
ら

（
宏
次
さ
ん
死
去
）

大
牟
礼
西
の
内
村
真
利
子
さ
ん
か
ら

（
末
吉
勝
さ
ん
死
去
）

宮
前
の
松
林
テ
ル
子
さ
ん
か
ら

（
橋
ヤ
エ
さ
ん
死
去
）

幸
田
南
の
竹
牟
礼
俊
博
さ
ん
か
ら

（
ミ
ツ
さ
ん
死
去
）

竹
中
の
新
村
修
三
さ
ん
か
ら

（
一
文
さ
ん
死
去
）

町
外
の
柿
木
和
人
さ
ん
か
ら

（
美
代
子
さ
ん
死
去
）

町
外
の
山
本
利
一
さ
ん
か
ら

（
ハ
ル
ヱ
さ
ん
死
去
）

町
外
の
富
永
明
夫
さ
ん
か
ら

（
ト
ミ
さ
ん
死
去
）

　
（
故
人
）　　
　
　
　
（
亨
年
）　    （
自
治
会
）

山
本　

弘
喜 

84
歳 

山
下
西

鶴
田　

愛
次 
96
歳 

堀
ノ
内

米
永　

強  
88
歳 

池
田

橋　
　

ヤ
エ 
85
歳 

水
窪

富
永　

ト
ミ 

92
歳 
上
矢
立

綾
織　

敕
子 

83
歳 
砂
走

村
岡　

サ
チ
子 

75
歳 

上
原

牧
野　

利
雄 

79
歳 

宮
前

小
峯　

シ
ヅ
子 

75
歳 

佃

福
本　

勝
行 

84
歳 

大
牟
礼
西

山
本　

ハ
ル
ヱ 

95
歳 

東
下
場

外
村　

ノ
ブ
子 

88
歳 

広
田

岡
野　

カ
ス
ミ 

89
歳 

加
治
屋

佐
藤　

サ
チ
子 

75
歳 

支
区
外

西
迫　

幸
雄 

89
歳 

支
区
外

古
川　

照
子 

87
歳 

町
外

お
く
や
み
　
　（
敬
称
略
）

※
香
典
返
し
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
受
付

日
で
掲
載
す
る
た
め
、
お
く
や
み
の
月
と
は
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付
は
、
地
域
福
祉
向
上

の
た
め
、有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

人口の動き
住民基本台帳による
※外国人を含む
（　）は前月比

人口　  9,803人（  ー 25人）

  男      4,584人（   ー 8人）

  女      5,219人（  ー 17人）

世帯数  4,868戸（   ー 8戸）

　転入　　 19人
　転出　   22人
　出生　　   0人
　死亡　　 21人

平成29年２月末現在

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
湧
水
町
社
会
福
祉
協
議
会

【
香
典
返
し
】

日曜・祝日歯科救急診療
時間　午前９時から午後３時まで
場所　姶良地区歯科医師会館
　　　口腔保健センター
　　　　　　　（鹿児島空港近く）
TEL　５８－４３８８
※受診の際は必ず保険証をご持参
　ください。



イ


